
(証券コード 2341)
平成25年５月13日

株 主 各 位

東京都中央区京橋二丁目６番13号

（本社事務所）

東京都千代田区神田須田町一丁目24番

株式会社アルバイトタイムス

代表取締役社長　垣 内 康 晴

第40回定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　さて、当社第40回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださ
いますようご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます
ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討の上、同封の議決権行使書用紙
に議案に対する賛否をご表示いただき、平成25年５月27日(月曜日)午後６時までに到
着するようご返送いただきたくお願い申し上げます。

敬 具

記

1. 日 時 平成25年５月28日（火曜日）午後２時

2. 場 所 東京都中央区銀座六丁目14番10号
コートヤード・マリオット 銀座東武ホテル ３階 龍田
（末尾の株主総会会場ご案内図をご参照ください。）

3. 目的事項
報告事項 １. 第40期（自平成24年３月１日 至平成25年２月28日）事業報

告の内容、連結計算書類の内容並びに会計監査人及び監査役
会の連結計算書類監査結果報告の件

２. 第40期（自平成24年３月１日 至平成25年２月28日）計算書
類の内容報告の件

決議事項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 取締役４名選任の件
第３号議案 監査役１名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
１.  当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますよう

お願い申し上げます。
２.  添付書類及び株主総会参考書類に修正をすべき事情が生じた場合は、インターネット上の当社ウ

ェブサイト（http://www.atimes.co.jp）において、修正後の事項を掲載させていただきます。
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(添付書類)

事 業 報 告

（自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日）

1. 企業集団の現況に関する事項
　(1) 事業の経過及びその成果

　当期におけるわが国経済は、復興需要を背景として緩やかながらも景気に回復

傾向が見られたものの、欧州債務危機に伴った世界景気のさらなる下振れ等によ

る先行きの見通しが立たない状況にありました。しかしながら、年末来の政府経

済対策を背景とした企業の生産活動の回復、円安の進行による輸出環境の改善等、

景気浮揚に少しずつ期待の持てる状況で推移しております。

　このような経済情勢において、求人広告市場につきましては、求人広告件数は

増加傾向にありますが、当第１四半期以降、前年同期比の伸び率は減少傾向にあ

ります。

　また、雇用情勢については、静岡県においては有効求人倍率の改善傾向が続い

ておりましたが、平成24年８月に有効求人倍率が前月を下回って以降、ほぼ横ば

いとなっており、全国値を下回って推移する状況が続いております。

　このような状況において当社グループでは、戦略地域である静岡県において強

固な事業基盤を確立するために、主力商品である『DOMO（ドーモ）』、『DOMO NET

（ドーモネット）』の提供で培った顧客・流通網・読者・ユーザーといった資産を

有効活用し、既存顧客に向けた従来の求人広告以外の商品を提供する等、地域に

密着した展開を積極的に推進してまいりました。

　また、静岡県内企業と求職者との雇用のミスマッチを改善するため、県内及び

首都圏地域での事業資産を活かし、行政や大学等との連携を強化することで、求

人広告にとどまらない人材サービスを拡大した取り組みを展開いたしました。

　平成24年８月には、正社員の転職・就職サイト『JOB（ジョブ）』のオープン、

及び『DOMO NET』をリニューアルする等、新たな顧客層の獲得、ユーザーの利便

性向上に取り組みました。

また、平成24年11月には新たな取り組みとして、魅力ある情報サービスを開

発・展開することで地域の競争力強化と収益基盤の拡大を図ることを目的とした

フリーペーパー『WONDERFUL Style（ワンダフルスタイル）』の創刊、イベント

『DOG（ドッグ）！フェスタ』の定期開催といった、ペット関連情報サービスの提

供を開始いたしました。

　以上の結果、当期における当社グループの連結業績は、売上高が4,275百万円

（前期比13.3%増）となりました。売上原価は1,354百万円（同4.2%減）となりまし

た。販売費及び一般管理費は広告・販促費等の増加により2,193百万円（同12.9%
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増）となりました。その結果、営業利益は726百万円（同73.7%増）、経常利益は

728百万円（同72.3%増）、当期純利益は798百万円（同104.8%増）となり、大幅に

増収増益を達成いたしました。

セグメント別の業績（セグメント間の内部取引消去前）を示すと、次のとおり

であります。

（情報提供事業）

　情報提供事業では、静岡県における堅調な求人需要により、『DOMO』及び『DOMO

NET』、当期より投入した『JOB』の販売が好調に推移したこと、また既存顧客向け

に従来の求人広告以外の商品を提供する等、地域に密着した展開を積極的に推進

した結果、情報提供事業における売上高は3,419百万円（前期比20.7%増）、セグメ

ント利益は1,306百万円（同34.4%増）となりました。

　（販促支援事業）

　販促支援事業では、フリーペーパーの取次において、中京・関西地域において

新規案件の獲得が進んだこと、また、地域に密着した狭域型のプロモーションに

おける顧客獲得が順調に進んだ結果、販促支援事業における売上高は704百万円

（同6.1%増）、セグメント利益は104百万円（同7.0%増）となりました。

　（その他事業）

その他事業では、静岡県から緊急雇用創出事業に関する案件を受託する等、行

政と連携を強化し、求人広告にとどまらない人材サービスを拡大した取組みを進

めてまいりました。当該事業では単年度事業も含まれているため、売上高は182百

万円（同39.5%減）、セグメント利益は0百万円（前期は70百万円の損失）となりま

した。
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セグメント別売上高（セグメント間の内部取引消去前）

期別

区分

第39期

（自 平成23年３月１日
至 平成24年２月29日）

第40期(当期)

（自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日） 前期比

（％）
売上高

（百万円）
構成比
（％）

売上高
（百万円）

構成比
（％）

情報提供事業 2,832 74.6 3,419 79.4 120.7

販促支援事業 663 17.5 704 16.4 106.1

その他事業 301 7.9 182 4.2 60.5

合 計 3,797 100.0 4,305 100.0 113.4

（注）情報提供事業：求人情報誌『DOMO』、求人情報サイト『DOMO NET』・『JOB』等
　 販促支援事業：フリーペーパー取次等

当社は、株主の皆様に対しては連結業績に連動した利益配分を行っていくこと

とし、具体的には連結当期純利益の30%を目処に配当を行う方針をとっておりま

す。

今日までの株主の皆様のご理解、ご支援に対しまして厚く御礼を申し上げると

ともに、引き続き格別のご支援を賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
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　(2) 対処すべき課題

当社グループの事業を取り巻く環境は、企業収益の改善が続く中で緩やかなが

らも採用意欲は回復傾向にある一方、欧州を中心とした海外景気の下振れ懸念、

長引くデフレの影響等、景気を下押しするリスクが存在することから、雇用情勢

につきましては、先行き不透明な状況が続いております。また、法律の改正や諸

外国との貿易に関する連携等、事業環境を大きく左右する動き等も注視する必要

があります。

そのような事業環境において当社グループでは、人材サービス関連のマーケッ

トの変化や価格・サービス競争が熾烈化する中において、商品・サービスを差別

化し、求職者・顧客に支持を得る必要があると考えております。

そのため当社グループでは、当社グループの資産を有効に活用し、社会にとっ

てより有益な情報・サービスを提供することで、地域を元気にする情報・サービ

スのコンテンツメーカーを目指し、より強固な事業基盤を構築することが必要で

あると考えております。

具体的には、人材サービスの多角化、ＳＰサービスの事業化等による「事業基

盤の強化」、社内外リソースの活用を視野に入れた「事業投資の積極的な推進」、

次世代のサービスを担う「人材の育成に向けた投資」を基本戦略として、地域に

おける人材サービスの競争力強化、既存商品に加え新たな商品を強化することに

よる収益基盤の拡大、コスト競争力を強化することによる収益構造の改善、自立

人材の育成や事業推進スピードの向上を図ることによる組織力の向上を目指して

おります。

― 5 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2013年04月24日 15時59分 $FOLDER; 5ページ （Tess 1.40 20120314_01）



　(3) 財産及び損益の状況の推移

期別
区分

第37期
(平成22年２月期)

第38期
(平成23年２月期)

第39期
(平成24年２月期)

第40期(当期)
(平成25年２月期)

売 上 高 (百万円) 3,198 3,006 3,774 4,275

経 常 利 益
又 は 経 常
損 失 ( △ )

(百万円) △2,093 64 422 728

当期純利益
又は当期純
損 失 ( △ )

(百万円) △2,466 150 389 798

１株当たり当期純利益
又は当期純損失(△)

△73円31銭 ４円47銭 11円77銭 26円17銭

総 資 産 (百万円) 3,255 3,280 3,795 4,204

純 資 産 (百万円) 2,765 2,916 3,176 3,579

１ 株 当 た り 純 資 産 82円22銭 86円70銭 99円45銭 119円73銭

(注）1. １株当たり当期純利益又は当期純損失は、期中平均発行済株式総数に基づき算出しており
ます。

2. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　(4) 設備投資等の状況

　当期中において実施いたしました設備投資等の総額は、110百万円であり、主な

ものは、次のとおりであります。

　基幹システム用サーバー購入に伴う費用 20百万円

　(5) 資金調達の状況

　 特記すべき重要な資金調達はありません。

　(6) 事業の譲渡、吸収分割又は新設分割の状況

　 該当事項はありません。

　(7) 事業の譲受けの状況

　 該当事項はありません。

　(8) 吸収合併又は吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況

　 該当事項はありません。
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　(9) 他の会社の株式その他の持分又は新株予約権等の取得又は処分の状況

　特記すべき重要な事項はありません。

(10) 重要な親会社及び子会社の状況（平成25年２月28日現在）

　 ① 親会社との関係

　 該当事項はありません。

　 ② 重要な子会社の状況

会社名 資本金 当社の出資比率 主要な事業内容

株式会社リンク 10百万円 100.00％
フリーペーパー取次
事業

(11) 主要な事業内容（平成25年２月28日現在）

区分 主要な事業内容

情報提供事業
「DOMO(ドーモ)」の編集・発行、「DOMO NET(ドーモネット)」・

「JOB（ジョブ）」の運営・販売

販促支援事業 フリーペーパー取次事業
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(12) 主要な事業所（平成25年２月28日現在）

　 ① 当社

名称 所在地

本店 東京都中央区京橋二丁目６番13号

本社 東京都千代田区神田須田町一丁目24番

沼津事業所 静岡県沼津市中沢田279番１号

静岡事業所 静岡県静岡市駿河区中原584番１号

浜松事業所 静岡県浜松市東区小池町1762番１号

名古屋事業所 愛知県名古屋市中区錦二丁目３番４号

　 ② 子会社

名称 所在地

株式会社リンク 東京都中央区京橋二丁目６番13号

(13) 従業員の状況（平成25年２月28日現在）

従業員数 前期末比増減

126名 ９名増

(注） 上記従業員数には、パートタイマー233名、嘱託社員４名は含まれておりません。

(14) 主要な借入先（平成25年２月28日現在）

　 該当事項はありません。
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2. 会社の株式に関する事項（平成25年２月28日現在）

(1) 発行済株式の総数 29,893,274株（自己株式3,743,975株を除く。）

(2) 株 主 数 8,543名（前期末比 383名増）

(3) 大 株 主（上位10名）

株主名 持株数 持株比率

千株 ％

満井義政 11,827 39.56

公益財団法人就職支援財団 1,300 4.34

株式会社静岡銀行 432 1.44

大阪証券金融株式会社 356 1.19

株式会社SBI証券 307 1.02

垣内康晴 262 0.87

静岡キャピタル株式会社 252 0.84

アルバイトタイムス従業員持株会 229 0.76

楽天証券株式会社 229 0.76

株式会社ジャーナルネット 216 0.72

（注）持株比率は、自己株式（3,743,975株）を控除して計算しております。

3. 会社の新株予約権等に関する事項（平成25年２月28日現在）

　当事業年度末日における当社役員が保有する新株予約権の状況

該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項（平成25年２月28日現在）

　(1) 取締役及び監査役の氏名等

氏名 地位及び担当 重要な兼職の状況

垣 内 康 晴 代表取締役社長

堀 田 欣 弘 取締役 株式会社リンク代表取締役社長

竹 内 一 浩 取締役（事業統括本部長）

木 幡 仁 一 取締役 有限会社木幡会計事務所代表取締役

杉 本 雄 二 常勤監査役

清 水 久 員 監査役 清水公認会計士事務所所長

重 泉 良 徳 監査役 シダックス株式会社常勤監査役

(注）1. 平成24年５月29日開催の第39回定時株主総会において、竹内一浩氏が取締役に新たに選任
され、就任いたしました。

2. 取締役木幡仁一氏は、社外取締役であります。
3. 監査役清水久員及び重泉良徳の両氏は、社外監査役であります。
4. 監査役清水久員氏は、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財務及び会計に関する

相当程度の知見を有するものであります。
5. 当社は、取締役木幡仁一、監査役清水久員、監査役重泉良徳の３氏を、株式会社大阪証券

取引所の定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

　(2) 取締役及び監査役の報酬等の額

取締役 ４名 100,300千円（うち社外取締役１名）

監査役 ３名 14,340千円（うち社外監査役２名）

社外役員３名 14,340千円（社外取締役１名、社外監査役２名）
（注）報酬等の額には、当事業年度に係る役員賞与引当金繰入額21,700千円（取締役３名に対して

21,700千円）が含まれております。
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　(3) 社外役員に関する事項

　 ① 取締役 木幡仁一

　 ア．重要な兼職先と当社との関係

取締役木幡仁一の兼職先である有限会社木幡会計事務所は、当社と取引

等はありません。

　 イ．主要取引先等特定関係事業者との関係

　 該当事項はありません。

　 ウ．当事業年度における主な活動状況

　 取締役会への出席状況及び発言状況

当期中において、取締役会を13回行い、その内12回に参加しており出席

率は92％であります。

出席した取締役会においては、社外取締役として、毎回決議事項や報告

事項について適宜質問するとともに、必要に応じて社外の立場から意見を

述べております。

　 エ．責任限定契約の内容の概要

当社定款第31条及び会社法第427条第１項の規定により、木幡仁一氏は当

社と賠償責任を限定する契約を結んでおり、当該契約に基づく賠償責任限

度額は、金1,000万円と法令の定める最低限度額とのいずれか高い額となり

ます。

　 ② 監査役 清水久員

　 ア．重要な兼職先と当社との関係

監査役清水久員の兼職先である清水公認会計士事務所は、当社と取引等

はありません。

　 イ．主要取引先等特定関係事業者との関係

　 該当事項はありません。

　 ウ．当事業年度における主な活動状況

　 (a) 取締役会への出席状況及び発言状況

当期中において、取締役会を13回行い、その内13回に参加しており出席

率は100％であります。

出席した取締役会においては、社外監査役として、毎回決議事項や報告

事項について適宜質問するとともに、必要に応じて社外の立場から意見を

述べております。

　 (b) 監査役会への出席状況及び発言状況

出席率は100％であります。

出席した監査役会において、社外監査役として行った監査の報告をし、

毎回他の監査役が行った監査について適宜質問するとともに、必要に応じ
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主に公認会計士及び税理士としての専門的見地から意見を述べております。

　 エ．責任限定契約の内容の概要

当社定款第42条及び会社法第427条第１項の規定により、清水久員氏は当

社と賠償責任を限定する契約を結んでおり、当該契約に基づく賠償責任限

度額は、金1,000万円と法令の定める最低限度額とのいずれか高い額となり

ます。

　 ③ 監査役 重泉良徳

　 ア．重要な兼職先と当社との関係

監査役重泉良徳の兼職先であるシダックス株式会社は、当社と取引等は

ありません。

　 イ．主要取引先等特定関係事業者との関係

　 該当事項はありません。

　 ウ．当事業年度における主な活動状況

　 (a) 取締役会への出席状況及び発言状況

当期中において、取締役会を13回行い、その内13回に参加しており出席

率は100％であります。

出席した取締役会においては、社外監査役として、毎回決議事項や報告

事項について適宜質問するとともに、必要に応じて社外の立場から意見を

述べております。

　 (b) 監査役会への出席状況及び発言状況

出席率は100％であります。

出席した監査役会において、社外監査役として行った監査の報告をし、

毎回他の監査役が行った監査について適宜質問するとともに、必要に応じ

社外の立場から意見を述べております。

　 エ．責任限定契約の内容の概要

当社定款第42条及び会社法第427条第１項の規定により、重泉良徳氏は当

社と賠償責任を限定する契約を結んでおり、当該契約に基づく賠償責任限

度額は、金1,000万円と法令の定める最低限度額とのいずれか高い額となり

ます。
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5. 会計監査人の状況（平成25年２月28日現在）

　(1) 会計監査人の名称

　 有限責任監査法人トーマツ

　(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

　 ① 公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬

　 19,800千円

　 ② 当社及び当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額

　 21,300千円

（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法上の会計監査人に対する報酬等の額と金
融商品取引法上の監査に対する報酬等の額を明確に区分しておりませんので、上記金額にはこ
れらの合計金額を記載しております。

　(3) 非監査業務の内容

当社は会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務

（非監査業務）である子会社管理に関する助言業務についての対価を支払ってお

ります。

　(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

　取締役会は、当該会計監査人が、会社法・公認会計士法等の法令に違反した

場合及び公序良俗に反する行為があったと判断した場合は、その事実に基づき

当該会計監査人の解任又は不再任の検討を行い、解任又は不再任が相当と判断

した場合は、監査役会の同意を得て、「会計監査人の解任又は不再任」を株主総

会の付議議案とします。

　同じく、監査役会は、当該会計監査人が、会社法・公認会計士法等の法令に

違反した場合及び公序良俗に反する行為があったと判断した場合は、その事実

に基づき当該会計監査人の解任又は不再任の検討を行い、解任又は不再任が相

当と判断した場合は、「会計監査人の解任又は不再任」の議案提出を取締役会へ

請求し、株主総会の付議議案とします。

　その他、当該会計監査人が会社法第340条第１項の事由に該当する場合には、

監査役の協議により解任します。

　(5) 責任限定契約の内容

　当社定款においては、会計監査人の会社法第423条第１項の責任について、善

意かつ重過失がないときは一定の限度を設ける契約を締結することができる旨

を定めておりますが、現時点では会計監査人との間で責任限定契約を締結して

おりません。
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6. 会社の体制及び方針（平成25年２月28日現在）

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他業

務の適正を確保するための体制

(1) 取締役及び使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体

制

① コンプライアンス基本方針を制定し、経営者はその精神を従業員に浸透さ

せるべく、日頃から従業員に対して啓蒙するとともに、経営者は自ら模範

となるべく法令・定款を遵守し、社会倫理及び社会的責任を強く意識した

行動をとるものとする。

② 当社は反社会勢力に対して毅然とした態度で臨み、同勢力とは取引関係そ

の他一切の関係を持たないものとし、その旨、コンプライアンス基本方針

に規定するものとする。

③ チーフリスクオフィサー(CRO)たる取締役と、社外取締役及び顧問弁護士を

メンバーに含めたリスクマネジメント委員会を設置し、全社横断的なコン

プライアンス体制の整備、並びにコンプライアンス上の問題点の把握に努

めるものとする。

リスクマネジメント委員会は、コンプライアンス上の重要な問題を審議し、

その結果を取締役会及び監査役会に報告するものとする。

④ 役員及び従業員は、コンプライアンス上の問題を発見した場合は速やかに

リスクマネジメント委員会に報告するものとする。

従業員が直接コンプライアンス上の問題点を報告することを可能とする社

内通報制度（ホットライン制度）を設け、その取扱いについては、社内通

報規程（ホットライン制度）によるものとする。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する事項

① 管理部長は、以下の文書（電磁的記録を含む。以下同じ。）については、関

連資料とともに保管・保存し、取締役又は監査役から閲覧の要求があった

場合は、速やかに閲覧に供することができるよう管理するものとする。

　 ア．株主総会議事録

　 イ．取締役会議事録

　 ウ．経営会議等の重要会議に関する議事録

　 エ．リスクマネジメント委員会議事録

　 オ．稟議書

　 カ．会計帳簿、計算書類及びその附属明細書

　 キ．税務署その他官公署、金融商品取引所に提出した書類の写し

② 前項各号に定める文書の保存期間は文書保存年限表に定めるところによる。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制

① 統合リスクマネジメント基本方針に基づき、リスクマネジメント規程、リ
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スクマネジメント委員会規程及び経営危機管理規程を制定し、全社横断的

な統合リスクマネジメント体制を整備するものとする。

② 社長が任命した取締役をチーフリスクオフィサー（兼リスクマネジメント

委員長）とし、社外取締役及び顧問弁護士をメンバーに含めたリスクマネ

ジメント委員会を設置する。

リスクマネジメント委員会は、リスクマネジメント委員会規程に則り、全

社横断的なリスクマネジメント体制の整備、並びにリスクマネジメント上

の問題点の把握及び有事の対応を行うものとし、当社グループ全体のリス

クを統括的に管理するものとする。リスクマネジメント委員会は、当社グ

ループのリスク（カテゴリー）ごとに分科会を設置し、分科会はリスクの

回避・低減・最適化等に取り組み、リスクマネジメントの状況を定期的に

リスクマネジメント委員会に報告する。

万一経営危機管理規程に規定される経営危機が発生した場合は、社長を本

部長とする危機管理対策本部を設置し、その対応にあたる。

③ 内部監査部門は、当社グループのリスクマネジメントの状況を監査し、そ

の結果を定期的にリスクマネジメント委員会、社長、取締役会及び監査役

会に報告し、リスクマネジメント委員会は、問題ありと判断した場合には

問題解決の必要措置又は改善策を審議の上、取締役会に上程するものとす

る。

(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制

① 取締役会を原則として毎月１回以上開催し、業務執行に係る重要な意思決

定が迅速に行われる体制とする。

② 取締役会の意思決定の妥当性及び経営の効率性をチェックするため、取締

役の中に当社と利害関係を有しない社外取締役を選任するものとする。

③ 取締役及び部門長により業務が執行される体制とし、業務執行が効率的に

行われるよう職務権限と責任、意思決定とレポーティングラインについて

社内規程により明確に規定するものとする。

(5) 当該株式会社並びにその親会社及び子会社から成る企業集団における業務の適

正を確保するための体制

① 当社及びグループ各社における業務の適正と効率性を確保するため、当社

グループ基本理念、統合リスクマネジメント基本方針及びコンプライアン

ス基本方針等を共有し、当社及びグループ各社間で内部統制に関する協議、

情報の共有化、指示・要請の伝達等が効率的に行われる体制を整備するも

のとする。

② 当社によるグループ各社に対する経営管理については、関係会社管理規程

に基づき行われるものとする。
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③ 当社の内部監査部門は、グループ各社の内部監査を実施し、当社グループ

の業務における内部統制の有効性及び妥当性を確保するものとする。

内部監査部門は、グループ各社においてコンプライアンス上又は経営管理

上問題ありと判断した場合には、リスクマネジメント委員会、社長、取締

役会及び監査役会に報告し、必要に応じて、当社からグループ各社に対し

て問題解決の必要措置又は改善策の指導、実施に関するアドバイス等を行

うものとする。

(6) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使

用人に関する事項

当社の現状を勘案し、当面、特定の監査役補助使用人は設置しないが、監査

役又は監査役会が必要と認めた場合は、内部監査部門所属又はその他の使用人

を監査役の補助にあたらせるか、直ちに監査役専任補助使用人を設置するもの

とする。この場合、監査役又は監査役会はあらかじめ取締役又は取締役会に通

知するものとする。

(7) 上記使用人の取締役からの独立性に関する事項

前項の使用人の監査役補助業務遂行について、取締役及び取締役会はその独

立性について、自らも認識するとともに関係者に徹底させる。また、取締役及

び取締役会は監査役補助業務にあたる使用人の指揮命令は監査役補助業務遂行

が優先することを明確化するものとする。

(8) 取締役及び使用人が監査役に報告するための体制その他の監査役への報告に関

する体制

取締役又は使用人は、監査役会に対して、当社及びグループ各社に重大な影

響を及ぼす事項、内部監査の実施状況及びその結果、リスクマネジメント委員

会における重要な問題の審議結果並びに社内通報システム（ホットライン）に

よる通報状況及びその内容を報告する体制を整備するものとする。

(9) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役会と社長及び担当取締役の各々の間で定期的な意見交換会を実施する

ものとする。

(10)財務報告の信頼性を確保するための体制

当社は財務報告の信頼性を確保するため、金融商品取引法に基づく内部統制

報告書の有効かつ適切な提出に向け内部統制システムの構築を行うものとする。

また、内部統制システムが適正に機能することを継続的に評価し、必要な是正

を行うものとする。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

(注) 本事業報告中に記載の金額及び株式数は表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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連結貸借対照表
(平成25年２月28日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 3,309,520 流 動 負 債 625,538

現 金 及 び 預 金 2,465,852 未 払 金 386,551

受 取 手 形 及 び 売 掛 金 524,655 未 払 法 人 税 等 6,943

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 5,232 賞 与 引 当 金 129,044

繰 延 税 金 資 産 253,825 役 員 賞 与 引 当 金 21,700

そ の 他 60,655 そ の 他 81,298

貸 倒 引 当 金 △700

固 定 資 産 895,329

有 形 固 定 資 産 629,959 負 債 合 計 625,538

建 物 及 び 構 築 物 159,090 （純 資 産 の 部）

土 地 444,475 株 主 資 本 3,579,311

そ の 他 26,394 資 本 金 455,997

無 形 固 定 資 産 99,343 資 本 剰 余 金 540,425

ソ フ ト ウ ェ ア 88,737 利 益 剰 余 金 3,012,844

そ の 他 10,606 自 己 株 式 △429,955

投 資 そ の 他 の 資 産 166,026

出 資 預 け 金 100,000

繰 延 税 金 資 産 22,048

そ の 他 45,816

貸 倒 引 当 金 △1,838 純 資 産 合 計 3,579,311

資 産 合 計 4,204,850 負 債 純 資 産 合 計 4,204,850

(注) 記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

（自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日）

(単位：千円)

科目 金額

売 上 高 4,275,366

売 上 原 価 1,354,764

売上総利益 2,920,601

販売費及び一般管理費 2,193,910

営 業 利 益 726,690

営業外収益

受 取 利 息 513

助成金収入

償却債権取立益

1,567

1,442

そ の 他 2,542 6,064

営業外費用

自己株式取得費用 3,644

そ の 他 604 4,249

経常利益 728,506

税金等調整前当期純利益 728,506

法人税、住民税及び事業税 8,254

法人税等調整額 △78,500 △70,245

少数株主損益調整前当期純利益 798,751

当期純利益 798,751

(注) 記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結株主資本等変動計算書

（自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日）

(単位：千円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成24年３月１日残高 455,997 540,425 2,309,903 △129,972 3,176,353

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 ― ― △95,810 ― △95,810

当期純利益 ― ― 798,751 ― 798,751

自己株式の取得 ― ― ― △299,983 △299,983

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動
額(純額)

― ― ― ― ―

連結会計年度中の変動額
合計

― ― 702,940 △299,983 402,957

平成25年２月28日残高 455,997 540,425 3,012,844 △429,955 3,579,311

純資産合計

平成24年３月１日残高 3,176,353

連結会計年度中の変動額

　剰余金の配当 △95,810

当期純利益 798,751

自己株式の取得 △299,983

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動
額(純額)

―

連結会計年度中の変動額
合計

402,957

平成25年２月28日残高 3,579,311

(注) 記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等
1. 連結の範囲に関する事項

　 連結子会社の数及び連結子会社の名称

　 連結子会社の数 ２社

　 連結子会社の名称

　 ㈱リンク

　 ㈱フリーシェアードジャパン

なお、㈱フリーシェアードジャパンについては、株式取得に伴い、当

連結会計年度より連結子会社となりました。なお、みなし取得日を当連

結会計年度末としているため、当連結会計年度は貸借対照表のみ連結し

ております。

2. 持分法の適用に関する事項

　 持分法を適用した関連会社の数及び関連会社の名称

　 関連会社がないため、該当事項はありません。

3. 連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社のうち、㈱フリーシェアードジャパンの決算日は9月30日でありま

す。

連結計算書類作成に当たっては連結決算日現在で実施した仮決算に基づく財務

諸表を使用しております。なお、㈱リンクの事業年度の末日は、連結決算日と一

致しております。

4. 会計処理基準に関する事項

　(1) 重要な資産の評価基準及び評価方法

　 ①有価証券

　 その他有価証券 時価のないもの

　 移動平均法による原価法

　 ②たな卸資産

　 評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっており

ます。

　 原材料及び貯蔵品

　 最終仕入原価法

　(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法

　 ①有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備

を除く）については定額法)

　 なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物及び構築物 38年～50年
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　 ②無形固定資産

　 定額法

　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間

（５年）に基づく定額法

　(3) 重要な引当金の計上基準

　 ①貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率

により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しております。

　 ②賞与引当金

　従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度に負

担すべき額を計上しております。

　 ③役員賞与引当金

　役員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当連結会計年度に負担

すべき額を計上しております。

　(4) その他連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　 消費税等の会計処理

　 税抜方式によっております。

5. 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項の変更

　 (1)会計方針の変更

　 (有形固定資産の減価償却の方法の変更）

　法人税法の改正(「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るた

めの所得税法等の一部を改正する法律 平成23年12月２日 法律第114号」

及び「法人税法施行令の一部を改正する政令 平成23年12月２日 政令第

379号」）に伴い、平成24年４月１日以後取得の有形固定資産の減価償却の

方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。なお、この変

更による損益に与える影響は軽微であります。

(2)表示方法の変更

　 (連結貸借対照表関係)

①前連結会計年度まで区分掲記しておりました投資その他の資産の「敷金及

び保証金」(当連結会計年度41,571千円)は金額的重要性が乏しいため、当連

結会計年度より投資その他の資産の「その他」に含めて表示しております。
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②前連結会計年度まで区分掲記しておりました流動負債の「未払消費税等」

(当連結会計年度26,980千円)は金額的重要性が乏しいため、当連結会計年

度より流動負債の「その他」に含めて表示しております。

6. 追加情報

　(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　当連結会計年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂

正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第

24号 平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計

基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用

しております。

連結貸借対照表に関する注記
有形固定資産の減価償却累計額 353,862千円

連結株主資本等変動計算書に関する注記
1. 当連結会計年度末の発行済株式の種類及び総数

普通株式 33,637,249株

2. 配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議
株式の
種類

配当の
原資

配 当 金 の
総額

１株
当たり
配当額

基準日
効力
発生日

平 成 24 年
５ 月 29 日
定 時 株 主
総会

普通株式
利 益
剰余金

95,810千円 ３円
平成24年
２月29日

平成24年
５月30日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計

年度となるもの

平成25年５月28日開催の定時株主総会の議案として、普通株式の配当に関す

る事項をつぎの通り提案する予定であります。

決議
株式の
種類

配当の
原資

配 当 金 の
総額

１株
当たり
配当額

基準日
効力
発生日

平 成 25 年
５ 月 28 日
定 時 株 主
総会

普通株式
利 益
剰余金

209,252千円 ７円
平成25年
２月28日

平成25年
５月29日

3. 当連結会計年度末の新株予約権(権利行使期間の初日が到来していないものを除

く)の目的となる株式の種類及び数

　 該当事項はありません。
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4. 自己株式に関する事項

株式の種類
当連結会計年度

期首株式数

当連結会計年度

増加株式数

当連結会計年度

減少株式数

当連結会計

年度末株式数

普通株式(株) 1,700,275 2,043,700 ― 3,743,975

　 (変動事由の概要)

　 増加数の内訳は、次の通りであります。

　 取締役会決議による自己株式取得による増加

税効果会計に関する注記
1．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産

賞与引当金 48,724千円

繰越欠損金 1,001,463千円

減価償却超過額 20,922千円

その他 43,726千円

繰延税金資産小計 1,114,836千円

評価性引当額 △838,962千円

繰延税金資産合計 275,873千円

繰延税金資産の純額 275,873千円
平成25年２月28日現在の繰延税金資産の純額は、連結貸借対照表の以下の項目に

含まれております。

流動資産―繰延税金資産 253,825千円

投資その他の資産―繰延税金資産 22,048千円

2．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主要

な項目別の内訳

法定実効税率 40.2％

(調整)
評価性引当額の増減額

役員賞与損金不算入額

△55.0％

1.2％
交際費 0.2％

住民税均等割 0.3％

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 2.6％

その他 0.9％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △9.6％
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１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 119円 73銭

１株当たり当期純利益 26円 17銭

金融商品に関する注記
1. 金融商品の状況に関する事項

　 (1)金融商品に対する取組方針

　当社グループは、資金運用については短期的な預金等を基本としております。

また、資金調達につきましては、内部留保による調達を基本方針としております。

　 (2)金融商品の内容及びそのリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である受取手形及び売掛金は、顧客の信用リスクに晒されています。

当該リスクに関しては、当社与信管理規程に従い、相手先ごとの期日管理及び残

高管理を行っております。営業債務である未払金は、１年以内の支払期日であり

ます。また、未払金は、流動性リスクに晒されておりますが、当社グループでは、

資金計画と実績を月次で管理し、月中は適時に資金繰計画を作成・更新するとと

もに、支払期日に合わせ、預金残高を管理することなどにより、流動性リスクを

管理しております。

　出資預け金は投資事業組合の投資先の信用リスク及び為替リスクに晒されてお

りますが、定期的に財務内容を把握することにより管理しております。

2. 金融商品の時価等に関する事項

　平成25年２月28日(当期の連結決算日)における連結貸借対照表計上額、時価及

びこれらの差額については次のとおりであります。なお、時価を把握することが

極めて困難と認められるものは、次表には含めておりません((注２)を参照下さ

い。)。

　 (単位：千円)

　 連結貸借対照表計上額 時価 差額

(1)現金及び預金 2,465,852 2,465,852 ―

(2)受取手形及び

売掛金
524,655 524,655 ―

　 資産計 2,990,507 2,990,507 ―

(1)未払金 386,551 386,551 ―

　 負債計 386,551 386,551 ―
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(注１)金融商品の時価の算定方法に関する事項

　資産

(１)現金及び預金、(２)受取手形及び売掛金

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。

　負債

(１)未払金

これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、

当該帳簿価額によっております。

(注２)時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　 (単位:千円)

区分 　平成25年２月28日

出資預け金 100,000

出資預け金は、平成25年３月１日に設立の投資事業組合への出資に対する預け金

であります。投資事業組合への出資金は、組合財産が非上場株式など時価を把握す

ることが極めて困難と認められるもので構成されるため、時価開示の対象とはして

おりません。

(注３)金銭債権の決算日後の償還予定額

　 (単位:千円)

　 1年以内

(1)現金及び預金 2,465,852

(2)受取手形及び売掛金 524,655

資産計 2,990,507

退職給付に関する注記
1. 採用している退職給付制度の概要

　当社グループは、平成14年９月１日付けで従来の適格退職年金制度から確定拠

出年金制度へ全面的に移行しております。

2. 退職給付債務及びその内訳

　 該当事項はありません。

3. 退職給付費用の内訳

確定拠出年金掛金 14,475千円
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資産除去債務に関する注記
　当社グループは、本社及び営業拠点の不動産賃借契約に基づき、退去時におけ

る原状回復に係る債務を資産除去債務として認識しております。

　なお、資産除去債務の負債計上に代えて、不動産賃借契約に関する敷金の回収

が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当連結会計

年度の負担に属する金額を費用に計上する方法によっております。
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成25年4月5日

株式会社アルバイトタイムス

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 トーマツ

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 浅 野 裕 史 ㊞

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 早 稲 田 宏 ㊞

　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社アルバイトタイムスの平成24年３月１日から平成25年２

月28日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書、連

結計算書類の作成のための基本となる重要な事項及びその他の注記について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表

示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営

者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明すること

にある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、

当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これ

に基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監

査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。

監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際し

て、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま

た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体として

の連結計算書類の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、株式会

社アルバイトタイムス及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重

要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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連結計算書類に係る監査役会の監査報告書 謄本

連結計算書類に係る監査報告書

　当監査役会は、平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第40期事業年度

に係る連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書及び連結株主資本等変動

計算書）に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査

報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状

況及び結果について報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務

の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

　各監査役は、監査役会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、連結計算

書類について取締役及び使用人等から報告を受け、必要に応じて説明を求めま

した。また、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施して

いるかを監視及び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況につ

いて報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職

務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」(会社計算規則第131条

各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」(平成17年10月28日企業会

計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求め

ました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る連結計算書類(連結貸借対照

表、連結損益計算書及び連結株主資本等変動計算書)について検討いたしまし

た。

2. 監査の結果

　会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると

認めます。

平成25年４月８日

株式会社アルバイトタイムス 監査役会

常勤監査役 杉 本 雄 二 ㊞

監 査 役(社外監査役) 清 水 久 員 ㊞

監 査 役(社外監査役) 重 泉 良 徳 ㊞
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貸 借 対 照 表
（平成25年２月28日現在）

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

流 動 資 産 2,631,410 流 動 負 債 534,543

現 金 及 び 預 金 1,866,351 未 払 金 322,947

売 掛 金 455,428 未 払 費 用 29,660

貯 蔵 品 2,355 未 払 法 人 税 等 6,729

前 払 費 用 29,881 前 受 金 5,466

繰 延 税 金 資 産 247,529 預 り 金 5,929

そ の 他 30,363 賞 与 引 当 金 117,952

貸 倒 引 当 金 △500 役 員 賞 与 引 当 金 21,700

固 定 資 産 912,211 そ の 他 24,157

有 形 固 定 資 産 624,242

建 物 154,024 固 定 負 債 10,000

構 築 物 1,172 預 り 敷 金 10,000

工 具、 器 具 及 び 備 品 24,569

土 地 444,475

無 形 固 定 資 産 98,595 負 債 合 計 544,543

ソ フ ト ウ ェ ア 87,989 （純 資 産 の 部）

そ の 他 10,606 株 主 資 本 2,999,078

投 資 そ の 他 の 資 産 189,373 資 本 金 455,997

投 資 有 価 証 券 1,030 資 本 剰 余 金 540,425

出 資 預 け 金 100,000 資 本 準 備 金 540,425

関 係 会 社 株 式 27,000 利 益 剰 余 金 2,432,611

関 係 会 社 長 期 貸 付 金 10,611 利 益 準 備 金 5,812

破 産 更 生 債 権 等 1,725 そ の 他 利 益 剰 余 金 2,426,798

長 期 前 払 費 用 902 　 繰 越 利 益 剰 余 金 2,426,798

敷 金 及 び 保 証 金 28,484 自 己 株 式 △429,955

繰 延 税 金 資 産 20,922

そ の 他 422

貸 倒 引 当 金 △1,725

純 資 産 合 計 2,999,078

資 産 合 計 3,543,621 負 債 純 資 産 合 計 3,543,621

(注) 記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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損 益 計 算 書

（自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日）

(単位：千円)

科目 金額

売 上 高 3,601,808

売 上 原 価 929,022

売上総利益 2,672,785

販売費及び一般管理費 1,946,008

営 業 利 益 726,777

営業外収益

受 取 利 息 380

受取手数料 3,000

受取賃貸料 1,440

助成金収入 1,117

償却債権取立益 1,442

そ の 他 3,235 10,615

営業外費用

自己株式取得費用 3,644

そ の 他 604 4,249

経 常 利 益 733,143

税引前当期純利益 733,143

法人税、住民税及び事業税 2,088

法人税等調整額 △80,820 △78,732

当期純利益 811,875

(注) 記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（自 平成24年３月１日
至 平成25年２月28日）

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
資本

剰余金合計
利益準備金

その他利益剰余金

別途積立金
繰 越 利 益

剰余金

平成24年３月１日残高 455,997 540,425 540,425 5,812 4,367,000 △2,656,265

事業年度中の変動額

剰余金の配当 ― ― ― ― ― △95,810

　当期純利益 ― ― ― ― ― 811,875

　自己株式の取得 ― ― ― ― ― ―

　別途積立金の取崩 ― ― ― ― △4,367,000 4,367,000

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
（純額）

― ― ― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 ― ― ― ― △4,367,000 5,083,064

平成25年２月28日残高 455,997 540,425 540,425 5,812 ― 2,426,798

株主資本

純資産合計
利益剰余金

自己株式
株主資本
合計利益剰余金合計

平成24年３月１日残高 1,716,546 △129,972 2,582,997 2,582,997

事業年度中の変動額

　剰余金の配当 △95,810 ― △95,810 △95,810

　当期純利益 811,875 ― 811,875 811,875

　自己株式の取得 ― △299,983 △299,983 △299,983

　別途積立金の取崩 ― ― ― ―

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額
（純額）

― ― ― ―

事業年度中の変動額合計 716,064 △299,983 416,081 416,081

平成25年２月28日残高 2,432,611 △429,955 2,999,078 2,999,078

(注) 記載金額は、千円単位未満を切り捨てて表示しております。
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重要な会計方針に係る事項に関する注記
1. 資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

　 ①子会社株式

　 移動平均法による原価法

　 ②その他有価証券

　 時価のないもの

　 移動平均法による原価法

　(2) たな卸資産の評価基準及び評価方法

　 評価基準は原価法(収益性の低下による簿価切下げの方法)によっておりま

　 す。

　 貯蔵品

　 最終仕入原価法

2. 固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産

　定率法（ただし、平成10年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）

については定額法）

　 なお、主な耐用年数は以下の通りであります。

建物 38～50年

工具、器具及び備品 ３～15年

　(2) 無形固定資産

　 定額法

　なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）

に基づく定額法

3. 引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金

　債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込

額を計上しております。

　(2) 賞与引当金

　従業員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額

を計上しております。

　(3) 役員賞与引当金

　役員の賞与支給に充てるため、支給見込額のうち当事業年度に負担すべき額を

計上しております。
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4. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　 消費税等の会計処理

　 税抜方式によっております。

5. その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項の変更

(1)会計方針の変更

　 (有形固定資産の減価償却の方法の変更）

　法人税法の改正(「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るた

めの所得税法等の一部を改正する法律 平成23年12月２日 法律第114号」

及び「法人税法施行令の一部を改正する政令 平成23年12月２日 政令第

379号」）に伴い、平成24年４月１日以後取得の有形固定資産の減価償却の

方法を改正後の法人税法に基づく方法に変更しております。なお、この変

更による損益に与える影響は軽微であります。

　 (2)表示方法の変更

　 (貸借対照表関係)

前事業年度まで区分掲記しておりました流動負債の「未払消費税等」(当事業

年度23,864千円)は金額的重要性が乏しいため、当事業年度より流動負債の

「その他」に含めて表示しております。

6. 追加情報

　(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　当事業年度の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正よ

り、「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号

平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」(企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４日)を適用してお

ります。

貸借対照表に関する注記
1. 有形固定資産の減価償却累計額 336,129千円

2. 関係会社に対する金銭債権・債務

　(1) 短期金銭債権 6,310千円

　(2) 短期金銭債務 8,110千円

　(3) 長期金銭債権 10,611千円

　(4) 長期金銭債務 10,000千円
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損益計算書に関する注記
関係会社との取引高

営業取引による取引高

売上高 50千円

売上原価 50千円

販売費及び一般管理費 30,402千円

営業取引以外の取引による取引高 5,213千円

株主資本等変動計算書に関する注記
当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

　株式の種類
当事業年度期首

株式数

当 事 業 年 度

増加株式数

当 事 業 年 度

減少株式数

当事業年度末

株式数

普通株式(株) 1,700,275 2,043,700 ― 3,743,975

税効果会計に関する注記
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳

繰延税金資産（流動）

賞与引当金 44,350千円

繰越欠損金 187,496千円

その他 16,403千円

　 小計 248,250千円

評価性引当額 △720千円

　 合計 247,529千円

繰延税金資産（固定）

繰越欠損金 788,511千円

資産除去債務 3,047千円

減価償却超過額 20,922千円

その他 21,227千円

　 小計 833,708千円

評価性引当額 △812,786千円

　 合計 20,922千円
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2. 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主

要な項目別の内訳

法定実効税率 40.2％

(調整)

評価性引当額の増減額 △54.6％

役員賞与損金不算入額 1.2％

交際費 0.2％

住民税均等割 0.3％

税率変更による期末繰延税金資産の減額修正 2.5％

その他 △0.5％

税効果会計適用後の法人税等の負担率 △10.7％

１株当たり情報に関する注記
１株当たり純資産額 100円 32銭

１株当たり当期純利益 26円 60銭

退職給付に関する注記
1. 採用している退職給付制度の概要

　当社は、平成14年９月１日付けで従来の適格退職年金制度から確定拠出年金制

度へ全面的に移行しております。

2. 退職給付債務及びその内訳

　 該当事項はありません。

3. 退職給付費用の内訳

確定拠出年金掛金 10,783千円

資産除去債務に関する注記
　当社は、本社及び営業拠点の不動産賃借契約に基づき、退去時における原状回

復に係る債務を資産除去債務として認識しております。

　なお、資産除去債務の負債計上に代えて、不動産賃借契約に関する敷金の回収

が最終的に見込めないと認められる金額を合理的に見積り、そのうち当事業年度

の負担に属する金額を費用に計上する方法によっております。
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会計監査人の監査報告書 謄本

独立監査人の監査報告書

平成25年4月5日

株式会社アルバイトタイムス

取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 トーマツ

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 浅 野 裕 史 ㊞

指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
公認会計士 早 稲 田 宏 ㊞

　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社アルバイトタイムスの平成24年３月１日から平成

25年２月28日までの第40期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書、重要な会計

方針及びその他の注記並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作

成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。

監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るた

めに、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監

査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に

基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人

は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適

正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によ

って行われた見積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見

　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示してい

るものと認める。

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第40期事業年度の取締役の職
務の執行に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致
した意見として、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果に
ついて報告を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を
受け、必要に応じて説明を求めました。
　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に
従い、取締役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環
境の整備に努めるとともに、取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等から
その職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲
覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。また、取締
役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社の業務
の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定め
る体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部
統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的
に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。子会社については、子
会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業
の報告を受けました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細
書について検討いたしました。
　さらに、会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及
び検証するとともに、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保する
体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17
年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を
求めました。以上の方法に基づき、当該事業年度に係る計算書類（貸借対照表、損益計算書
及び株主資本等変動計算書）及びその附属明細書について検討いたしました。

2. 監査の結果
　(1) 事業報告等の監査結果

一 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示してい
るものと認めます。

二 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実
は認められません。

三 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該
内部統制システムに関する取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められ
ません。

　(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　 会計監査人有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。
　

平成25年４月８日
株式会社アルバイトタイムス 監査役会

常勤監査役 杉 本 雄 二 ㊞
監 査 役(社外監査役) 清 水 久 員 ㊞
監 査 役(社外監査役) 重 泉 良 徳 ㊞

(注) 監査役清水久員及び監査役重泉良徳は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定め
る社外監査役であります。

　 以 上

― 37 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2013年04月24日 15時59分 $FOLDER; 37ページ （Tess 1.40 20120314_01）



株主総会参考書類

　議案及び参考事項
　 第１号議案　剰余金の処分の件

　当期の期末配当につきましては、当期の業績並びに今後の事業展開等を勘案し、

以下のとおりといたしたいと存じます。

　期末配当に関する事項

（１）配当財産の種類

　 金銭といたします。

（２）株主に対する配当財産の割当てに関する事項及びその総額

　 当社普通株式１株につき７円

　 総額 209,252,918円

（３）剰余金の配当が効力を生じる日

　 平成25年５月29日
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　 第２号議案　取締役４名選任の件

　本総会終結の時をもって、取締役全員（４名）は任期満了となります。つきま

しては、取締役４名の選任をお願いいたしたいと存じます。

取締役候補者は次のとおりであります。

候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

１
垣 内 康 晴
か き う ち や す は る

(昭和38年７月９日生)

昭和61年３月 当社入社

262,800株

平成12年３月 当社管理部部長
平成13年３月 当社経理部部長
平成15年12月 当社管理本部長
平成16年５月 当社取締役管理本部長
平成18年３月 当社取締役管理本部・人事本部管

掌
平成19年２月 当社代表取締役社長（現任）

２
堀 田 欣 弘
ほ っ た よ し ひ ろ

(昭和40年１月28日生)

平成２年４月 当社入社

211,914株

平成12年７月 当社東京支社長
平成13年５月 当社取締役
平成14年３月 当社取締役東京本部長
平成14年６月 当社取締役東京本部長兼静岡本部

長
平成15年３月 当社取締役営業本部長
平成19年３月 当社管理本部管掌
平成19年５月 当社取締役管理本部管掌
平成21年５月 当社取締役（現任）

（重要な兼職の状況）
株式会社リンク 代表取締役社長（現任）
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候補者
番 号

氏 名
(生年月日)

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

３
竹
た け う ち か ず ひ ろ

内 一 浩

(昭和39年７月14日生)

昭和59年10月 当社入社

20,600株

平成19年３月 当社営業本部長
平成21年３月 当社ＤＯＭＯ事業本部長
平成23年３月 当社ＤＯＭＯ事業部長兼経営企画

部長
平成24年３月 当社事業統括本部長（現任）
平成24年５月 当社取締役（現任）

４

　※

石
い し か わ く に お

川 邦 夫

(昭和11年１月７日生)

昭和39年11月

昭和46年４月

株式会社ビジネスコンサルタント
入社
株式会社マネジメントサービスセ
ンター入社 0株

昭和63年４月 株式会社マネジメントサービスセ
ンター取締役事業部長

平成13年４月 ＭＤＣ代表（現任）

(注) 1. ※は新任の取締役候補者であります。
2. 各候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。
3. 取締役候補者堀田欣弘氏は、株式会社リンクの代表取締役社長を兼務しておりますが、同

社は当社100%出資の子会社であるため、特別の利害関係はありません。
4. 石川邦夫氏は社外取締役候補者であります。また、同氏が原案どおり選任された場合、新

たに大阪証券取引所規則に定める独立役員となる予定です。
5. 社外取締役候補者とする理由及び社外取締役との責任限定契約について
　 (1)社外取締役候補者とする理由について

社外取締役候補者石川邦夫氏は、長年にわたる企業向け研修講師を通じて人材育成、能
力開発、組織運営に精通しており、専門的見地及び幅広い見識を客観的かつ公正な立場
から当社の経営に反映していただくために社外取締役候補者とするものであります。

　 (2)社外取締役との責任限定契約について
当社は社外取締役が期待される役割を十分発揮できるよう、現行定款第31条において、
社外取締役との間で、当社への損害賠償責任を一定の範囲に限定する契約を締結できる
旨を定めております。これにより、社外取締役候補者である石川邦夫氏の選任が原案ど
おり承認された場合は、当社は同氏との間で、賠償責任限度額を金1,000万円と法令で
定める最低限度額とのいずれか高い額とする責任限定契約を締結する予定です。
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　 第３号議案　監査役１名選任の件

　監査役杉本雄二氏は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきまし

ては、監査役１名の選任をお願いいたしたいと存じます。

　なお、本議案に関しましては、監査役会の同意を得ております。

　監査役候補者は次のとおりであります。

氏 名
(生年月日)

略歴、地位及び重要な兼職の状況
所有する当
社株式の数

杉
す ぎ も と ゆ う じ

本 雄 二

(昭和37年９月19日生)

昭和61年12月 当社入社

45,800株

平成４年４月 当社沼津支社長
平成７年２月 株式会社ソシオ静岡支店長
平成９年11月 当社広告審査室室長
平成13年３月 株式会社ソシオ管理部長
平成17年４月 社会保険労務士杉本事務所所長（現任）
平成21年５月 当社常勤監査役（現任）

(注) 候補者と当社との間には特別の利害関係はありません。

　 以 上

― 41 ―

定時株主総会招集通知 （宝印刷）  2013年04月24日 15時59分 $FOLDER; 41ページ （Tess 1.40 20120314_01）



〈メ モ 欄〉
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中央通り

昭和通り

有楽町駅

新橋駅

三愛

ソニービル
外堀通り

松坂屋

和光

地下鉄銀座駅

地下鉄東銀座駅

歌舞伎座新橋演舞場

コートヤード・マリオット
銀座東武ホテル

東京国際
フォーラム

み
ゆ
き
通
り

晴
海
通
り

株主総会会場ご案内図

会場 東京都中央区銀座六丁目14番10号
コートヤード・マリオット 銀座東武ホテル ３階 龍田
TEL 03-3546-0111

※交通のご案内

　■地下鉄（日比谷線・浅草線）東銀座駅A１又はA４出口より徒歩３分

　■地下鉄（丸ノ内線・銀座線）銀座駅A３出口より徒歩５分

※誠に勝手ではございますが、駐車場が手狭のため、お車でのご来場はご遠慮くださ

いますようお願い申し上げます。
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